第18話　スクナビコナと国づくり
　
ザッパーーン
「オオクニヌシになったはいいが、私はこれからどうやってこの国を作ればいいのだろうか…」
出雲の国（島根県）美保の岬でこれからの国作りに思いを馳せ、思案にくれていたオオクニヌシ。
兄弟神をやっつけて、この国（アシハラナカツクニ：葦原中国）を統べるようになったのはいいが、一人で治める自信がまだないオオクニヌシは悩んでいた。
「う～ん、どうすれば…」
悩むオオクニヌシ。
「う～ん…、うん？」
ふと目をあげたときに、海から何かが近づいてくるのが目に入った。
「あれはなんだ？」
よーく見ると、ガの皮を丸はぎにはいだ衣服を着た神が、ガガイモの実の小船に乗って近づいてきた。
「あなたはどなたですか？」
「……」
その神に名を尋ねるオオクニヌシ。
しかし、その神は答えない。
「お前たちは知っているか？」
「…存じません」
周りに従う神々に尋ねても誰もその神の名を知らなかった。
「…もしかしたら？」
「どうしたガマガエルよ。お前は何かを知っているのか？」
「クエビコ（崩彦）なら何か知っているかもしれません」
「クエビコか。そうだな彼なら知っているに違いない。よし、すぐにクエビコを呼んできてくれ」
「はい、かしこまりました」
すぐに呼ばれたクエビコ。
彼は足は歩けないが、天下のことをことごとく知っている。
クエビコは古名で、現代の名はカカシ（案山子）である。
「さて、クエビコよ。そこにおわす神はどなたか知っているか？」
「はい、存知あげております。あの方は、カミムスヒノカミのお子様で、スクナビコナノカミ（少名昆古那神）です」
「それは本当か。それでは、さっそくお父君のカミムスヒノカミにお尋ねしてくるのだ」
………………………………
「確かにこの子は私の子だ。私の手の指の間から、もれこぼれた子に違いない」
そういって我が子スクナビコナに対して、
「我が子よ、お前はアシハラシコオ（オオクニヌシの別名）と兄弟になって、協力してこの国をつくりあげるのだ」
と命じた。
こうして二人の神は協力して国つくりを始めたが、ある程度国ができあがった
ときに、スクナビコナはトコヨクニ（常世国）に渡っていってしまった。
「スクナビコナよ、どうしてお前は行ってしまったのだ…」
再び一人で国つくりをしなくてはならなくなったオオクニヌシは、不安になる。
「私はこれから一人でどのように国を作り固めればいいのだ…。どの神か私と一緒に国つくりをしてくれないものか」
そんなとき…
ピカーーーーーーーーーーー
「うっ、ま、まぶしい」
突然、海を照らしながら近づいてくる神がいた。
「私を丁重に祭ったならば、私はあなたに協力して国つくりをするであろう。もし、そうしなければ、国作りはできないであろう」
「それでは、あなたをお祭りするには、どのようにすればよろしいのでしょうか？」
「私を大和の国（奈良県）の、周囲を青垣のようにめぐっている山の東の山上に祭るのだ」
「分かりました。さっそくお祭りいたします。どうぞお力をお貸しください」
この神は奈良県磯城郡三輪山の大神神社に祭られている神である。
第19話　アメノホヒノカミとアメノワカヒコ
　
「オオクニヌシがいるあの国は、私の子が治めるべき国です」
　
とアマテラスは宣言した。
「さぁ、我が子よ、今から行ってあの国を治めるのです」
「はい、かしこまりました」
母、アマテラスから命じられた息子のアメノオシホミミ（天忍穂耳）はさっそくオオクニヌシが治めている国（葦原中国）へ向かおうと、天の浮橋を渡った。
「おや？」
浮橋から下をのぞきこむと、なにやら下界が騒がしい様子。
　
「これは一度、母に相談せねば…」
息子、アメノオシホミミから下界が騒がしいという報告を受け、タカミムスヒノカミとアマテラスは天の安の川の川原に、ヤオヨロズ（八百万）の神々を集め、オモヒカネノカミの意見を聞いてみた。
「オモヒカネノカミよ、葦原中国は我が御子が治めるべき国ですが、暴威を振るう乱暴な神々が大勢いるようです。そこで、どの神を遣わしてあの国を平定すればいいでしょうか」
「分かりました。さっそくヤオヨロズの神々と相談してみましょう」
…………………………
「葦原中国にはアメノホヒノカミ（天菩比神）をお遣わしになるといいでしょう」
　
ヤオヨロズの神々と相談した結果をアマテラスに伝える、オモヒカネノカミ。
「それでは、アメノホヒノカミよ、我が御子のために、葦原中国を平定するように」
「かしこまりました」
…しかし、アメノホヒノカミはオオクニヌシに媚びへつらい、３年たっても復命しなかった。
…………………………
「アメノホヒノカミを遣わして久しいのに、彼からは何の連絡もありません。今度はどの神を遣わしたらよいでしょう」
タカミムスヒノカミとアマテラスは、もろもろの神に相談した。
「アメノワカヒコ（天若日子）を遣わしたらいいでしょう」
今度もオモヒカネノカミが答えた。
「アメノワカヒコ、そなたにこのアメノマカコユミ（天之麻迦古弓）とアメノハハヤ（天之波波矢）を授けます。これで葦原中国を平定しなさい」
「ははっ、さっそく平定に行って参ります」
「頼みましたよ」
…………………………
葦原中国にたどり着いたアメノワカヒコはさっそくオオクニヌシに会いにいった。
「お前がオオクニヌシか。私はアメノワカヒコ、アマテラス様の命でこの国を平定に来た！」
「そ、それはようこそお出でになられました。長旅でお疲れでしょう。すぐに食事の用意をいたしますので、まずはこちらの部屋で旅の疲れをお取りください」
「そうか、それは悪いな」
そういって、隣の部屋に通したオオクニヌシは、自分の娘、シタテルヒメ（下照比賣）に食事の準備をさせた。シタテルヒメの美しさにみとれているアメノワカヒコにオオクニヌシが耳打ちをした。
「どうです？　私の娘を嫁にもらってくださいませんか。そして、私の跡継ぎになってこの国を支配しませんか？」
（それは悪い話ではないな…）
こうして、オオクニヌシの娘を嫁にもらったアメノワカヒコは、この国を手に入れる野望を抱き、８年たっても復命しなかった。
第20話　返し矢
　
「アメノワカヒコもまだ戻ってこない…。またいずれの神を遣わして、なぜ、アメノワカヒコが戻ってこないのか、そのわけを問いただしてみましょう」
アマテラスとタカミムスノカミはそうもろもろの神々に話した。
「キザシ（雉）、名をナキメ（鳴女）というものを遣わしましょう」
今度もオモヒカネノカミが答えた。
「お前は、下界に降りて、アメノワカヒコにこのように尋ねるのだ。『お前を葦原中国に遣わしたのは、その国の荒ぶる神たちを平定するようにということだったはずだ。どうして8年もたっても何の連絡もよこさないのだ』と」
こうして、ナキメは天より降りてきて、アメノワカヒコの家の門前の桂の木の上にとまって、さきほどオモヒカネノカミにいわれたことをそのまま伝えた。
このナキメの言葉を聞いたアメノサグメ（天佐具賣）は、アメノワカヒコに
「この鳥の鳴き声はとても不吉です。だから、射殺してしまいなさい」
と伝えた。
キリリリ…　　
ヒュッ！
こうして、アメノワカヒコはアマテラスに授かったアメノハジユミ（天之波士弓）とアメノカクヤ（天之加久矢）で、ナキメを射殺してしまった。
グサッ！
ヒュルルルルルル…
ガシッ！
アメノワカヒコが放った矢は、勢いよくナキメの胸を突き通し、そのままさかさまに射上げられて、天の安の河の河原にいたアマテラスとタカギノカミ（高木神）のそばまで届いた。タカギノカミは、タカミムスヒノカミの別名である。
「この矢は…」
タカギノカミがその矢を手にとって見ると、矢の羽に血がついていた。
「うーむ、アメノワカヒコに授けた矢ではないか」
そういってその矢をヤオヨロズの神々に見せるタカギノカミ。
「もし、これがアメノワカヒコが、命令を守って悪い神を撃つために放った矢ならば、アメノワカヒコにあたるな！　しかし、もし、アメノワカヒコがきたなき心を持ってこの矢を放ったならば、この矢にあたって死ね！」
ピューーーーーーーーーー
タカギノカミは、その矢を取って、この矢が来た穴より投げ返した。
グサッ！！
……………………………
「うう～ん、ふぁ～、あなた、おはよう…！？　キャー、あなたぁー」
妻のシタテルヒメが隣で寝ていた夫を見ると、その胸に矢が刺さっており、夫は死んでいた。
第21話　アメノワカヒコの葬儀
　
「うぅぅぅぅ…、あなた、あなた、うぅぅぅぅ」
アメノワカヒコの妻、シタテルヒメのうら悲しい泣き声は、風に乗り、天にも聞こえた。
シタテルヒメの泣き声を聞き、アメノワカヒコの父、アマツクニタマノカミとその妻子が下界に下ってきた。
「シタテルヒメよ、どうして泣いているのですか」
「夫、アメノワカヒコが死んでしまったからです…」
「なんと、我が子が死んでしまったのか。おぉ、息子よ…」
息子の死を知ったアマツクニタマノカミは、泣き悲しみとともに、息子のために喪屋を作り、川雁（かわかり）を食物を運ぶ係にし、鷺（さぎ）を掃除係にし、翡翠（かわせみ）を死者に備える御饌（みけ）の係にし、雀（すずめ）を米つき女とし、雉（きじ）を泣き女とし、このようにそれぞれの役割を決めて、八日八夜の間歌舞して死者を弔った。
…………………………
「アメノワカヒコの葬儀はこちらですか？」
「わざわざ息子のために来てくださったのですね。さぁさぁ、こちらへ…！？」
「どうかしましたか？」
「おぉ、我が子は死なずに生きていたのだ！」
「あぁ、我が夫は死なずに生きていたのだ！」
「な、何をするんだ！　は、離せ！」
親友、アメノワカヒコのために葬儀に来たアヂシキタカヒコネノカミ（阿遲志貴高日子根神）は突然、アメノワカヒコの父親たちが自分の手足に抱きついて、泣き出したのを見て、驚くとともに、怒りがこみ上げてきた。
「私は、親友のアメノワカヒコのためだから、わざわざ来たのに、どうして、その私をけがわらしい死人に見立てるのだ！」
そういって、身につけていた剣を抜いて、喪屋を切り伏せ、足で蹴飛ばしてしまった。
そして、アヂシキタカヒコネノカミは怒って飛び去ってしまった。
第22話　タケミカヅチノカミ
「今度はどの神を遣わしたらいいでしょうか？」
アマテラスはまた、神々に尋ねた。
「天の安の河の河上の天の岩屋におります、イツノヲハバリノカミ（伊都乃尾羽張神）を遣わしましょう。もし、この神でなければ、その神の子、タケミカヅチノヲノカミ（建御雷之男神）を遣わすべきです」
オモヒカネノカミがこう答えた。さらに、続けて、
「ただ、アメノヲハバリノカミは、逆さまに天の安の河の水をせきあげて、道をふさいでいるでしょうから、他の神では行けますまい。なので、アメノカクノカミ（天迦久神）を遣わして尋ねるのがいいでしょう」
そこで、アメノカクノカミを遣わして、アメノヲハバリノカミに尋ねたところ、
「かしこまりました。お仕えいたしましょう。しかし、この役は、我が子、タケミカヅチを遣わすのがいいでしょう」
こうして、アマテラスは、タケミカヅチにアメノトリフネノカミ（天鳥船神）をそえて、アシハラナカツクニへ遣わした。
第23話　コトシロヌシノカミ
スゥーー
タケミカヅチ、アメノトリフネは出雲の伊奈佐の小浜に降り立った。そして、その二人の神が天から降りてくるのを不安そうな面持ちで見守るオオクニヌシ。
　
（今度の神は雰囲気が違うぞ…）
ザクッ
タケミカヅチは剣を抜き放つと、剣の切っ先を逆さまにして波に刺し立てた！
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「あっ！」
見ると、タケミカヅチが、その剣の切っ先の上であぐらをかいていた！！
（この神に逆らってはいけない）
本能的にそう感じ取ったオオクニヌシに対して、タケミカヅチがアマテラスからの命を伝えた。
「今より、アマテラスオオミカミ、タカギノカミの命を伝える。お前が支配しているこの葦原中国は、アマテラスオオミカミの御子が統治すべき国である。お前の考えはどうだ？」
有無も言わせぬタケミカヅチの剣幕にすっかり飲まれたオオクニヌシは、とっさに、
「私にはお答えできません。我が子、コトシロヌシ（言代主神）がお答えするでしょう」
と答えた。
「そうか、それで、コトシロヌシはどこにいる？」
「今は、狩や漁をするために美保の崎にいっており、まだ、帰っていません」
「分かった。アメノトリフネよ、すぐに美保の崎に行って、コトシロヌシを呼んで来てくれ」
「分かった」
アメノトリフネはすぐに美保の崎に飛んで行き、コトシロヌシを連れて来て、さっそく父親と同じことを尋ねるタケミカヅチ。
「かしこまりました。この国は、アマテラス様の御子に奉りましょう」
そう答えた、コトシロヌシは、
ギィィ
その船を踏み傾け、
パンッ
と天の逆手を打って、その船を青葉の柴垣に変化させ、その中に隠れてしまった。
第24話　タケミナカタノカミ
「お前の息子、コトシロヌシはこういっているが、他に意見を聞く息子はいるのか？」
「はい、私の子供にタケミナカタ（建御名方神）と申す者がございます。これ以外には意見を聞く息子はおりません。」
……………………………
ズシーン、ズシーン
そうこうするうちに、タケミナカタが千人の人間でないと運べないくらいの大きな岩を手の先に差し上げてやって来た。
「誰だ！　我が国に来て、そこでこそこそ話をしている奴は！」
「私は、タケミカヅチ。この国をもらい受けに来た」
「なんだと、ふざけるな。そんな横暴が許されると思うのかっ！」
「全てはアマテラス様のご命令だ」
「うるさい、だったら、わしと力比べをして勝ったらだ！　まずはわしからお前の手をつかんでやる！」
そう言って、タケミカヅチの手を握ろうとすると…
「ひゃぁ、つ、冷たい！」
突然、タケミカヅチの手が氷柱（つらら）に変わった！
「ぎゃっ！　い、痛い！」
さらに、タケミカヅチの手が剣に変わった！
痛さに驚き、恐れたタケミナカタは引き下がる。
「次は私の番だな。いくぞ」
バキバキバキッ
「ぐわぁぁ…、手、手がつぶれた…」
「それっ！」
「うぉぉぉぉぉ…」
タケミナカタの手を握りつぶし、軽く投げ飛ばしたタケミカヅチ。
　
「ダ、ダメだ。わしにはかなわない。に、逃げるしかない！」
「ふっ、この私から逃げられると思っているのか」
…………………………
「はぁはぁはぁ、ここまで逃げれば大丈夫だろう…。う、うわぁ！」
科野国（信濃国：長野県）の諏訪湖まで逃げてきたタケミナカタが振り返ると、すぐ真後ろに剣を構えて今にもタケミナカタを殺そうとしているタケミカヅチの姿が。
「お、お許しを！　どうか、私を殺さないでください！」
「……」
「お願いします！　私は生涯この地を離れません。」
「……」
「我が父、オオクニヌシ、兄、コトシロヌシの教えにも従います！　この葦原中国は、アマテラス様の御子のお言葉に従って奉ります」
「よかろう、命だけは助けてやる」
この諏訪湖に逃げてきたタケミナカタノカミが諏訪大社の主祭神である。
第25話　オオクニヌシの国譲り
「お前の二人の子は、アマテラス様の御子の命令に従うと申した。お前はどうなんだ。」
「私も、私の子供たちと同様にアマテラス様の御子の命令に従います。この葦原中国は献上いたします。」
「そうか」
「ただ…」
「なんだ？」
「国を献上する代わりに、私の住むところは、アマテラス様の御子が住むような立派な宮殿にして欲しいのですが…」
「そんなことはたやすいことだ。願いを聞き届けよう」
「ありがとうございます。それでしたら、私は遠い幽界（黄泉の国）に隠居いたします。それと…」
「まだあるのか」
「私のたくさんの子供たちは、コトシロヌシが先頭にたってお仕えすれば、御子に背く神はおりますまい。」
「わかった」
こうして、出雲国（島根県）の多芸志（たぎし）の小浜に神聖な神殿を造り、クシヤタマノカミ（櫛八玉神）が身の回りの世話をした。
こうしてタケミカヅチは高天原に帰り上って、無事葦原墓国を平定したことを報告した。

第26話　ニニギノミコトとサルタビコ
「ようやく葦原中国を平定しました。さぁ、我が子、オシホミミノミコトよ、今こそ天から降りて、葦原中国を統治するように。」
「実は…」
「どうしたのです？」
「私が葦原中国の支配を委任されてから月日が立ち、その間に子が生まれました」
「それはめでたいではありませんか」
「はい、それで、この子、ニニギノミコトを降したほうがいいと思うのですが…」
「そうですね…。それではニニギノミコトよ、そなたが葦原中国を支配することを委任いたします。さっそく天（あま）降るように」
こうして、アマテラスの命で、孫のニニギノミコトが天降ることが決定した。
そんなとき…
「大変です！」
「どうしたのですか？」
「これからニニギノミコト様が天から降ろうとされる道に一人の神が立ち、上は高天原を照らし、下は葦原中国を照らしております！」
「そうですか。それでは、アメノウズメを呼んで来て下さい。」
「かしこまりました。」
…………………………………
「アメノウズメよ、そなたはか弱い女性だけれど、どんな神に対しても気後れしない神です。」
「はい」
「そこで、今からあなた一人でその神のところに行ってこうお聞きなさい。」
アメテラスの言葉を聞き、一人で高天原と葦原中国を照らしている神に近づくアメノウズメ。
「もし」
「はい」
「これからアマテラス様のお孫様が天降りする道に、そのように立っておられるあなたはどなたですか？」
「私ですか？　私はサルタビコ（猿田昆古）と申します。アマテラス様のお孫様が天降りされるとお聞きして、先導したいと思い、こうして出てきたのです。」
第27話　天孫降臨
「アメノコヤネ、フトダマ、アメノウズメ、イシコリドメ、タマノオヤよ、そなたたちは、我が孫、ニニギノミコトと共に地上に行くように。」
「かしこまりました」
「それと、ニニギノミコトよ、そなたにはこのヤサカノマガダマ（八尺の勾玉）、ヤタノカガミ（八尺鏡）、そしてクサナギノケン（草薙剣）を授けます」
「ありがとうございます」
「さらに、オモヒカネ、タヂカラヲ、アメノイハトワケよ、そなたたちもニニギノミコトと一緒に天降りするように」
「仰せの通りに」
「いいですか、ニニギノミコトよ、この鏡を私の魂と思って、私の前で拝むような気持ちでいつも拝み敬うように」
「はい、おばあ様」
「オモヒカネよ、あなたは私の祭りに関することを取り扱って政事を行うように」
「お任せください」
こうして、ニニギノミコトは、高天原の岩でできた神座から離れ、神々と幾重にも重なる雲を押し分け、道をかきわけ、途中、天の浮橋から浮島に立ち、筑紫の日向の高千穂の峰に天降った。
「この地は朝鮮半島に向いているな」
「さようでございます」
「しかも、笠沙の岬にまっすぐ道が通じていて、朝日がまぶしくさす国であり、夕日が明るく照りつける国でもあるようだ」
「おっしゃるとおりでございます」
「ふーむ、ここは本当によい土地だな。よし、さっそくここに宮殿を造るのだ！」
「かしこまりました。さぁ、皆の者、天孫ミミギノミコト様のためにも見事な宮殿を造ろうではないか！」
「おぉ！」
天孫、ニニギノミコトが天降った高千穂という伝説地は、宮崎県西臼杵郡高千穂町と宮崎・鹿児島両県にまたがる高千穂峰が有名である。
第28話　コノハナノサクヤビメ
「あの岬にいる女性は…」
ここは鹿児島県の薩摩半島西端の笠沙町、野間岬。
「な、なんと美しい！」
あまりの美しさにしばしみとれるニニギノミコト。
「どなたの娘さんなのですか？」
「私はオオヤマヅミ（大山津見）の娘で、コノハナサクヤ姫（木花之佐久夜昆賣）と申します。」
「あなたには姉妹はいますか？」
「私の姉にイシナガ姫（石長比賣）がおります」
「あなたに一目ぼれしました。私と結婚してください！」
「申し訳ございません。私にはお答えできません。父、オオヤマヅミがお答えするでしょう。」
「分かりました。では、オオヤマヅミ神のもとにご案内ください」
「どうぞ、こちらです」
………………………………
「コノハナサクヤ姫と結婚させてください！」
「それは、それは。とてもうれしいお申し出」
「それでは、結婚を認めていただけるのですね」
「よろしいでしょう」
「ありがとうございます」
…………………………………
「ニニギノミコト様、コノハナサクヤ姫がご到着されました」
「おぉ、参ったか！」
「さらに、オオヤマヅミ神から結婚の祝いの品が届いております」
「それはうれしい限りだ」
「ただ…」
「どうした？」
「コノハナサクヤ姫だけでなく、その姉、イハナガ姫も一緒に来ておりますが…」
　
「ほぅ」
「いかがいたしますか？」
（あれほど美しいコノハナサクヤ姫の姉なのだから、彼女もさぞかし美しい娘
なのだろう…）
「ニニギノミコト様？」
「ん？　あぁ、それでは、さっそくイハナガ姫に会ってみよう。呼んで来てくれぬか？」
「かしこまりました」
……………………………
「イハナガ姫をお連れしました」
「！？」
「イハナガ姫です。父の命で、コノハナサクヤ姫とともにニニギノミコト様の妻になるよう言われました」
　
「そ、そうなのですか…。」
「どういたしました？」
「い、いえ、あ、あの…」
「何でしょう？」
「せっかくのお申し出ですが、コノハナサクヤ姫をいただけるだけでもうれしいのに、ここであなたまで妻にするのは申し訳ありません」
「…」
「あなたには私以上のすばらしい神がふさわしいと思います。お越しいただきながら恐縮ですが、オオヤマヅミ神にはそのように申していただけますか」
「…分かりました」
…………………………
「コノハナサクヤ姫よ、そなたは本当に美しい」
「まぁ、ありがとうございます」
「それに比べて姉君は…」
「それはおっしゃらないでくださいませ」
　
「そうだな、今宵は愛し合おうぞ」
「はい」
……………………………
「何？　イハナガ姫が返されたと！」
「はい、今は寝室で泣き崩れておられます」
「…そうか、ええい、ニニギノミコトめ！　わしに恥をかかせおって」
「ひどい男でありますな」
「全く人の好意を無にしおって」
「誠でございます」
「わしが、あれに二人の娘をやったのには訳があったのに」
「それはどのような？」
「もし、イハナガ姫を嫁にすれば、ニニギノミコトの命は、雪が降り、風が吹こうとも常に岩のように永遠に変わらなかったのに」
「そうだったのですか」
「あぁ、しかし、あやつはコノハナサクヤ姫だけを選んだ」
「となると…」
「あやつは、木の花のように栄えるが、寿命は、木の花のようにはかないものになるだろう」
こうして今にいたるまで、天皇の寿命は永遠のものではなくなってしまった。
第29話　コノハナノサクヤビメの出産
「あなた」
「何だい、サクヤヒメ」
「実は私…」
「うん？」
「あなたの子供をみごもったようなの」
「えっ！？」
「それで、もうすぐ産まれそうなので、あなたに言っておこうと思って」
「なんだって！？　それは本当に私の子供なのか？」
「ひどい！　どうしてそのようなことを言うの？」
「だって、君とは昨日契ったばかりではないか？　一晩で子供が産まれるなんて聞いたことがないぞ！」
「でも、この子は確かにあなたの子よ」
「いやこの子は私の子供ではない。さては、他の神との子ではないか？」
「…分かりました。あなたがそこまで疑うなら私にも考えがあります」
「？」
「この子が他の神の子ならば無事には産まれないでしょう。でも、この子が本当にあなたの子供ならば、無事に産まれるでしょう」
そういってサクヤヒメは、他の神々に頼み、戸口のない大きな産屋を築かせた。
「一体、どうしようというのだ？」
「あなたは黙っていてください。いいですか、私が産屋に入ったら言われた通りにするのですよ」
「…本当によろしいのですか？」
「いいと言っているのです！」
バタンッ！
ペタペタペタ…
「お、おい、お前たち何をしているのだ！」
パチパチパチ…
「そんなことをしたらサクヤヒメが死んでしまうではないか！　やめろ、今すぐ火を消すんだ！」
「いけません、サクヤヒメのご命令です。危険ですからお下がりください！」
ゴォォォォォォォォォォォ
産屋の入り口を土で塗り固めさせたサクヤヒメ。
産屋は業火でまさに燃え尽きようとしている。
「ヒメ！　なぜ、こんなことをしたのだ…」
プスプスプス…
オギャァァァ！
「お、おぉ、ヒメ、無事だったのか！」
「ほら、私の言った通りでしょう？　この子はあなたの子供だからこそあの火の中でも無事だったのよ」
「うんうん、疑った私が悪かった。確かにこの子供たちは私の子供だ」
そういって微笑みながら、ニニギノミコトに手渡した子供の名前は、ホデリノミコト（火照命）、ホスセリノミコト（火須勢理命）、ホヲリノミコト（火遠理命）である。
第30話　山幸彦と海幸彦
「兄さん！　お願いがあるんだ！」
「なんだい、山幸彦」
「兄さんの釣り針と僕の弓矢を交換して欲しいんだ」
「それはダメだよ」
「お願いだよ、兄さん」
「ダメだ！」
「僕も兄さんのように魚を釣ってみたいんだ」
「ダメだったらダ・メ・だ！」
「そこを何とか…、兄さん」
「…分かったよ。仕方ない奴だな」
「ありがとう、兄さん！　大事に使うよ」
……………………………
「う～ん、全然釣れないなぁ」
ムリに兄に頼んで釣り針を借りた山幸彦。
しかし、すでに５時間がたとうとするのにまだ一匹も釣れなかった。
「ふぁぁ～、もう帰ろうか…、おっ！」
見ると、竿が引っ張られている！
「よぉ～し！」
竿を握る山幸彦。
「ぬぬぬぬ」
…プチッ！
「あっ！」
（…ど、どうしよう!?）
………………………………
「山幸彦、やはり使い慣れた自分の道具じゃないと獲物は取れないな」
「う、うん、そうだね」
「ほら、お前の弓矢だ、返したぞ。だから、私の釣り針を返しておくれ」
「う、ううん」
「どうしたんだい」
「じ、実は…兄さんの大事な釣り針を海になくしちゃったんだ」
「な、なんだと！」
「ご、ごめんなさい！」
「謝ってすむことじゃないだろう、私の大事な釣り針をどうしてくれるんだ！」
「こ、これで許してください！」
「ふん、こんなお前が作った釣り針が500あろうが、1000あろうが意味はない」
「じゃぁ、どうすれば…」
「元の釣り針を返すんだ！」
第31話　海の神の宮への訪問
「うううぅぅぅ」
「もし」
「うううぅぅぅ」
「もし、どうされました？」
「えっ、はい!?」
「どうして泣いているのですか？」
「実は…」
そういって山幸彦は、シホツチノカミ（塩椎神）に泣いていた訳を話した。
「そうだったのですか、なくされた釣針を探しているのですね」
「でも、どうしたらいいのか分からないのです！」
「私にいい考えがあります」
「それは、どんな！」
「さぁ、この小船に乗ってください」
「はい」
「そのまま潮の流れに任せて進むと、魚のうろこのような建物が建っている宮殿にたどり着きます」
　
「ふむふむ」
「それが海の神（ワタツミノカミ：綿津見神）の宮殿です」
「そうですか」
「そうしたら、こうしてください…」
シホツチノカミのいわれるとおりに小船に乗り、海の神の宮殿についた山幸彦。
「おぉ、あった、あった。この門のそばに井戸があるはずだが…」
そういって井戸のそばの桂の木に登る山幸彦。
「あとは、海の神の娘に相談するだけだな」
そうこうするうちに、宮殿から玉器をもって女性が現れた。
「あら？　井戸に人影が写ってるわ」
上を見ると、うるわしい男性が木の上に座っていた。
（あの素敵な人はどなただろう？）
「娘さん」
「はいっ」
「水をいただけないだろうか？」
「ど、どうぞ」
水の入った玉器を渡す女性。
ブチッ
？？？
ペッ
山幸彦は玉器に入った水を飲まずに、首にかけた珠をとり、口に含んでその玉器に吐きいれた。
「ありがとう」
「どういたしまして」
（あれ？　この珠が器にくっついて取れないわ）
屋敷に戻った女性は、トヨタマヒメ（豊玉毘賣）に玉がついたままの玉器を渡した。
「門の外に誰かいるのですか？」
「はい、それは麗しい方で、わが海の国の王にも勝るほど貴いお方です」
「その方がこれを？」
「はい、水を所望されたので、この玉器を渡すと、水を飲まないで、この珠を器にお吐きになりました」
「あら？　器から離れませんね」
「そうなのです。私も珠をとろうとしたのですが、器から離れず、仕方なくそのままお持ちしたのです」
「その方にお会いしたいですね」
「井戸のほとりの桂の木の上にいらっしゃいます」
「わかりました」
……………………………
（その方はどちらに…）
（はっ！）
（なんて素敵なお方…）
山幸彦を見たトヨタマビメは、一目ぼれしてしまう。
「お父様！」
「どうした姫よ」
「家の門前にそれはもう素敵な男性がいらっしゃるの！」
「ほぅ、どれどれ、姫がそこまでいう男性を見に行こう」
「あの方です！」
「おぉ、彼は天孫のお子さんではないか。御子よ、どうぞ、こちらへ！」
そういって、宮殿に招かれた山幸彦は、アシカの皮畳を八重に重ねて敷き、さらにその上に絹の畳を八重に重ねて敷いた上に座らせ、たくさんのご馳走をふるまわれた。
「御子よ、よかったら私の娘と結婚してくださらぬか？」
「それは喜んで」
「うれしい！」
　
こうして、山幸彦は海の国に三年間住むことになる。
第32話　海幸彦の服従
「ふぅ」
「あなたどうしたの？」
「ふぅ～」
…………………………………
夫である山幸彦がためきいをつくのを見たトヨタマビメは、父親の海の神に相談した。
「お父様、夫がため息をついているの」
「それは心配だな」
「えぇ、この３年間でため息をつくことなんてなかったのに…」
「何か理由があるかもしれないな。さっそく婿殿に聞いてみよう」
…………………………………
さっそく山幸彦に訳を聞こうとする海の神。
「婿殿、何か悩みでもあるのでしょうか？」
　
「えっ、なぜですか？」
「姫が婿殿がため息をもらしたのを心配してな。」
「ご心配をおかけしてすみません」
「そこで、何か悩みでもあるのではないかと思って。また、そもそもこの国に来た理由などをお聞かせ願えればと。」
「分かりました。実は…」
……………………………………
「そうだったのですか、兄の釣り針を探しに」
「えぇ、そうなのです」
「おい、皆の者に集まるように伝えるのだ」
「かしこまりました」
「婿殿、その釣り針がどこにあるか、今からお調べいたします」
「ありがとうございます！」
……………………………………
理由を聞いた海の神は、広場に魚たちを集め尋ねた。
「皆の者、よく集まってくれた。さっそく尋ねるが、釣り針をのどにつまらせた者を知らないか？」
「それでしたら、タイの奴がのどに骨が刺さって、物を食べることができないと訴えていましたが…」
「そうか、タイはどこにいる？」
「ここに」
「どれ、お前ののどを調べてみよう…、お、あった。婿殿この釣り針ですか？」
「は、はいっ！　確かにその釣り針です。」
「それはよかった。おい、この釣り針を洗い清めて婿殿にお渡しするように」
「かしこまりました」
「ところで婿殿」
「はい」
「お話を伺ったところでは、このまま釣り針を兄君に返しても状況は変わらないと思います」
「といいますと」
「兄君のいじわるをなくすためにもこの釣り針を返すときに、『この鉤は、おぼ鉤（憂鬱になる釣針）、すす鉤（イライラする釣針）、貧鉤（貧しくなる釣針）、　うつ鉤（愚かになる釣針）』といいながら後ろ手で渡すのです」
「それはあまりにもひどいのでは？」
「それくらいでないとダメだと思います。さらに、兄君が高い土地に田を作ったら婿殿は低い場所に、兄君が低い場所に田を作ったら、高い土地に田を作ってください」
　
「それはどうしてですか？」
「私は海の神。水を自由に操れますので、この力であなたの兄君を３年間凶作にして、貧しくさせます」
「そこまでしたら…」
「えぇ、きっとあなたをお恨みなさるでしょう。そこで、このシオミツタマ（潮満珠）とシオフルタメ（潮干珠）をお渡ししておきます」
「これは？」
「兄君があなたを恨んで攻め寄せてきたときに、こうするのです…」
「…分かりました。何から何までありがとうございます」
「おい、婿殿が地上にお帰りだ。誰かお送りして差し上げろ」
「では、私が！」
「いえ、私こそ！」
「私にお任せを！」
「うむ、鰐（わに）たちよ、それではお前たちの誰が一番速いのか？」
「それは私です！」
「一尋鰐（ひとひろわに）か、ではお前に頼もう」
「はっ、私なら一日でお送りできます！」
「頼んだぞ、但し、怖い思いをさせてはならんぞ。では、婿殿もお気をつけて」
「ありがとうございます」
……………………………………
無事、地上に戻った山幸彦はすぐに兄の元に向かった。
「兄さん！」
「なんだ、山幸彦、三年間もどこに行っていたんだ。心配したぞ」
「兄さんの釣り針を探していたんだ！」
「そうか、それで見つかったのか？」
「うん、見つかったよ。ほら」
「おぉ、そうかよかった。ん？　何で後ろ手で渡すんだ」
「えっ、気にしないで」
（この鉤は、おぼ鉤、すす鉤、貧鉤、うる鉤！）
「そうだ、お前のいない間に私は高い土地に田を耕していた。お前も一緒にどうだ？」
「い、いや、いいですよ。私は低い土地で一から耕しなおしますから」
「そうか、がんばれよ」
………………………………
「なんで、いつもいつも俺の田は凶作なんだ。それにひきかえあいつの田はいつも豊作だ」
不思議に思う海幸彦。
「そういえば、あいつが釣り針を返すときにしたしぐさは何だったのだ。あれ以来俺には悪いことばかり起きている。もしや…」
………………………………
「山幸彦、いるか！」
「はい、兄さん」
「お前、俺に何をした！」
「な、何もしてないよ」
「怪しい、ええい、もう許さん！」
「あわわ、やっ！」
ザッパン！
ザザーーーーーーーーー
「うわぁぁぁぁぁぁぁ」
海の神からもらった潮満珠を振りかざす山幸彦。
と同時に、猛烈な水流が兄、海幸彦を襲い掛かる。
「た、助けてくれー」
「どうだい、兄さん、もう僕をいじめないかい？」
「わ、分かった。俺が悪かった。許してくれ！」
「じゃぁ、それっ！」
今度は潮干珠を大きくかざす山幸彦。
すると、ピタッと水流が消え、おぼれかけていた海幸彦も一命を取り留める。
「これからは昼夜あなた様の守護人（まもりびと）になってお仕えいたします」
こうして、ホデリノミコト（火照命）の子孫である隼人（はやと）一族は、海海水におぼれたときの様々なしぐさを今に伝えている。
第33話　トヨタマビメの出産
「あなた、私は妊娠したようです」
「おぉ、それは本当か！」
「えぇ、もうすぐ生まれそうだったので、天つ神の御子は海の中で生んではならないと思って、こちらにやってきました」
「そうか、それはよく来てくれた」
「そこで今から海辺のなぎさに鵜の羽を茅葺（かやぶき）にした産屋を建てて欲しいの」
「そんなことは簡単だ。さっそく造らせよう」
「ありがとう、あなた。ただ…」
「ん？　どうした？」
「一つだけお願いがあるの」
「なんだい」
「異郷の人が出産するときには、すべて本の国の姿になってしまうの」
「それで？」
「私も出産のときには海の国の姿に戻ってしまうの」
「うん」
「だから、お願いだから私の出産している姿を見て欲しくないの」
「わかった、約束するよ」
「お願いね、あなた。うっ、生まれる…」
「だ、大丈夫かい！　トヨタマビメ！」
「えぇ、大丈夫。あなた約束を忘れないでね」
………………………………
（ヒメは大丈夫だろうか、心配だ。やはりちょっと様子を見てこよう…）
（い、いや、ダメだ、ヒメとの約束は守らなければ）
（しかし、なぜ、ヒメはあのようなことを言ったのだろう？　本の姿って一体？）
（よし、やはりこっそりのぞきにいこう！）
…………………………………
「う、うわぁ！　ヒ、ヒメが八尋（やひろ）ワニの姿にっ!?」
「はっ！　あなた、見ないでっていったのに！」
「うわぁぁぁ、なんてことだ！」
「あ、あなた逃げないでください…」
…………………………………
（あぁ、あなたどうして約束を守ってくださらなかったの）
（どうして私にこんな恥ずかしい思いをさせたの）
（私は海の道を通って、あなたに会いにこの国と行き来したいと思っていたのに…）
（今は、その願いもかなわないわ、こんな恥ずかしい思いをした後では…）
（あなた、もう二度とお会いすることはないのですね…）
（あなたとの子供を残していきます。立派な御子として育ててください、さようなら）
こうして、海の道をふさいだトヨタマビメは単身、海の国へと戻っていった。
…………………………………
「姉さん、大丈夫？」
「えぇ、ありがとう」
「それにしてもホヲリノミコトって悪い男ね、姉さんとの約束を破るなんて」
「あの人の悪口を言わないで、最初は恨んだこともあったけど、今でもあの人を愛しているのだから…」
「姉さん…」
「それにかわいい我が子の行く末も心配だし…」
「…」
「そうだ、タマヨリビメ（玉依昆賣）、あなたにお願いがあるんだけど」
「えぇ、何でも言って」
「ありがとう。今からあの人のもとにこの手紙を持って訪ねて欲しいの」
「えっ！」
「そして、あなたにあの人の子を育てて欲しいの」
「え、でも…」
「無理なお願いだというのは分かっているけど、あなたにしか頼めないの。お願い」
「…分かったわ」
「ありがとう、タマヨリビメ」
………………………………
（あぁ、ヒメよ、逃げ出したりしてすまなかった）
あまりにも衝撃なヒメの姿を見て、思わず逃げ出してしまった山幸彦ことホヲリノミコト（火遠理命）は、心から後悔していた。
「ホヲリノミコト様、トヨタメビメからの使者が参っておりますが…」
「何！　すぐにお通ししろ！」
「かしこまりました」
「ホヲリノミコト様、姉から手紙を預かっております」
赤玉は　緒さへ光れど　白玉の　君が装し　貴くありけり
　
「ヒメよ、あなたの姿に驚いて逃げた私のことを赤い玉よりも美しいと褒め称えてくれるのか」
「姉は私にホヲリノミコト様の御子の面倒をみるようにとも申しておりました」
　
「そうですか、ヒメはそこまで気を遣ってくださっているのですか」
「はい」
「それでは、ここに今の私の気持ちを書き綴った手紙があります。これをヒメ　に渡していただけないでしょうか」
「もちろんです」
「それでは、我が子の養育をよろしくお願いします」
………………………………
「姉さん、ただいま戻りました」
「どうでしたか？」
「ホヲリノミコト様は、姉さんの姿を見て逃げ出したことを心より後悔なさっておられました」
「…そうでしたか」
「それと、私にお子様の養育をお任せくださいました」
「…そうですか」
「そして、ホヲリノミコト様からお手紙を預かっております」
「本当ですか！」
「はい、こちらです。」
沖つ島　鴨著（ど）く島に　我が率（ゐ）寝し　妹は忘れじ　世のことごとに
「あぁ、私のことを生涯忘れないと書いてあるわ」
「…よかったね、姉さん」
「えぇ」
………………………………
それからホヲリノミコトは580年生き、高千穂の山の西に葬られた。
ホヲリノミコトの御子、アマツヒコヒコナギサタケウカヤフキアヘズノミコト（天津日高日子波限建鵜葺草葺不合命）は、おばのタマヨリビメと結婚し、イ　ツセノミコト（五瀬命）、イナヒノミコト（稲氷命）、ミケヌノミコト（御毛沼命）、ワカミケヌノミコト（若御毛沼命）が生まれた。
ワカミケヌノミコトの別名は、カムヤマトイハレビコノミコト（神倭伊波礼昆古命）と言った。
ミケヌノミコトはスクナビコナノカミと同じ、常世国へ行き、イナヒノミコトは母のいる海原に入った。
第34話　東遷
「一体、どこの地にいたら安らかに天下を治めることができるのだろう？」
「ここはやはり東のほうに都をおいたらどうだろう」
カムヤマトイハレビコノミコトとその兄、イツセノミコトは今後のことを話し合った。
まず、日向国（鹿児島・宮崎）を立ち、
豊国（大分）の宇佐の足一騰宮（あしひとつあがりのみや）
筑紫国（福岡）の岡田宮に一年
安芸国（広島）の多祁理宮（たけりのみや）に七年
吉備国（岡山）の高島宮に八年
と徐々に東遷していった。
……………………………………
宇佐に行く前に、速吸門（はやすいのと：豊予海峡）での出来事。
「あの亀の甲羅に乗って釣をしているのは誰だろう？」
「ちょっと手招きしてみよう」
「あなたは誰ですか？」
「私は国つ神です」
「あなたは海路をよく知っていますか？」
「はい、よく存じ上げております」
「私たちに仕えますか？」
「は、喜んでお仕え申し上げましょう」
「ありがとう、これからはサヲツネヒコ（棹根津日子）と名乗るといいでしょう」
　…………………………………
「申し上げます！」
「どうした」
「登美（奈良市富雄町）の豪族、ナガスネビコ（那賀須泥昆古）が軍勢を率い攻めかかって参りました！」
「何？　よし、みなのもの、盾を持ち船から降り、迎え撃て！」
「ははっ」
…………………………………
「ぐわっ！」
「イツセノミコト様！」
「うぅぅぅ」
「大丈夫ですか！」
「くっ、私は日の神の御子なのに、日に向かって戦ったのが良くなかった」
「すぐに手当てを！」
「だから、いやしい奴の矢で手を怪我してしまった」
「あぁ、これはひどい」
「ええい、これしきの怪我大丈夫だ」
「しかし、この出血では無理をなさらぬ方が…」
「うるさい、今から遠回りをして、日を背にして敵を撃つのだ！」
「ははっ」
…………………………………
「イツセノミコト様、この池で傷をお洗いください」
「うむ」
「残りの行程ももう少しでございます」
「ぐっ、ふぅ、そうか」
「本当に大丈夫でしょうか？」
　
「あ、あぁ、さぁ、行くぞ」
……………………………………
「ふぅふぅ、はぁはぁ」
「イツセノミコト様、もう無理をなされますな」
「ぐっ、はぁはぁ」
「一刻も早く手当てをされなければお命にかかわります！」
「ふぅふぅ、も、もうすぐ紀伊国（和歌山）だろう、そこまでの辛抱だ」
「し、しかし…」
……………………………………
「くっ、もうすぐだというのに、ぐはっ！」
「イツセノミコト様！」
「いやしい奴のために手傷を負って私は死ぬのか…」
「しっかりしてください！」
「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」
「イツセノミコトさまぁぁぁ」
イツセノミコトの御陵は紀伊の国の竈山にある。
第35話　フツノミタマとヤタガラス
カムヤマトイハレビコは、和歌山から南に回って、熊野村に到着した。
「おや？　あれは何だ？」
「どれですか？」
「先ほどからちらちらとこちらをうかがっている者がいるようだが？」
「あ、あれは！」
「おぉ、あれは大きな熊だな」
「全くです」
「おや、消えてしまった…」
「一体、何だったのでしょうか？」
「うん、何だったのだろ…ふぁぁぁ」
「あっ！　カムヤマトイハレビコ様…ふぁぁぁぁ」
…ｚｚｚ
突然、正気を失い、倒れ伏すカムヤマトイハレビコと兵士たち。
そのとき一振りの太刀をもった男が現れ、カムヤマトイハレビコに剣を献上した。
「カムヤマトイハレビコ様！」
「…ん、うぅぅん」
「お気づきになられましたか！」
「ふぁぁぁ、長い間寝ていたようだなぁ」
「よかった、この太刀をどうぞ」
「ん、この太刀はどうしたのですか？」
「カムヤマトイハレビコ様に献上いたします」
「そうか、ありがとう」
それからこの太刀でもって、熊野の山の荒ぶる神を切り倒した。
「ふぁぁぁ」
　
「よく寝た！」
「おぉ、お前たちも目が覚めたか」
「カムヤマトイハレビコ様、私たちはどうしていたのですか？」
「熊野の神のせいで、眠っていたのだよ」
「そうなんですか。不覚をとり申し訳ございません」
「いやいい。このタカクラジ（高倉下）の持ってきてくれた太刀で熊野の山の神は退治してきたから」
「ありがとうございます」
「さて、タカラクジよ、お前はどうしてこの太刀を持ってきてくれたのか、訳を話してくれぬか？」
「はい、残らずお話いたします」
　
「うむ」
「あるとき、私は夢をみました。その夢の中に、アマテラス様とタカギノカミ様が現れました」
「なんと、アマテラス様とタカギノカミ様が！」
「ええ、お二人は、タケミカヅチ神を呼び寄せてこういいました。『葦原中国はひどく騒然としており、我が御子たちは病み悩んでいるようだ。かの国はそなたが服従させた国なのだから、もう一度そなたがいって御子たちを助けて　　きなさい』と」
「そうですか、アマテラス様が…」
「その命に対して、タケミカヅチ神は、『私が降らなくても、かの国を平定した太刀がありますから、このサジフツノカミ（佐士布都神）を降しましょう』と」
「この太刀がその太刀なのか？」
「ええ、そして、タケミカヅチ神は『この太刀を降ろす方法は、お前の倉の棟をうがって、その穴から落とし入れることにする。だから、お前は朝目覚めたら、この縁起のいい太刀を見つけ、天つ神の御子にお渡しするのだ』と仰せになりました。」
「なるほど」
「そこで、翌朝、倉を見ると本当にこの太刀があったので、こうして献上いたした次第でございます」
「よく分かった」
「さらに、夢の中で、タカギノカミ様から伝言を預かっております」
「それは何ですか？」
「天つ神の御子をこれ以上奥に行かせてはならない。なぜならば、荒れすさぶ神が非常にたくさんいるから」
「ふむふむ」
「今、天上からヤタガラス（八咫烏）を遣わそう。そして、そのヤカガラスが先導するので、その後についていくように、とのことでございます」
「分かりました。仰せに従いたいと思います」
………………………………
バサッ　バサッ
ヤタガラスの後を追いながら吉野川の川下にたどりついたカムヤマトイハレビコは、魚をとっている人に出会った。
さらに進むと、井戸から尾の生えた人に出会った。
さらに、山に入ると尾の生えた人が岩を押し分けで出てきた。
それぞれ天つ神の御子が来るというので、出迎えにきた国つ神だった。
そして、奈良県の宇陀という場所にたどりついた。　
　
タケミカヅチから授かったこの霊剣、サジフツノカミは別名、フツノミタマ（布
都御魂）といい、石上神宮に鎮座している。
